
九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

ブ
ラ
ジ
ル
の
奇
跡
の
ヒ
ー
ラ
ー

ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド

　
　
　
　

講
師　

奥
野　

節
子 

氏

ブ
ラ
ジ
ル
の
首
都
ブ
ラ
ジ
リ
ア
か
ら

車
で
一
時
間
半
ほ
ど
の
小
さ
な
町
ア
バ

デ
ィ
ア
ニ
ア
。
そ
こ
に
は
、
ブ
ラ
ジ
ル

は
も
ち
ろ
ん
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
な
ど
世
界
中
か
ら
多
く
の
人
た
ち
が
、

奇
跡
の
ヒ
ー
ラ
ー
と
呼
ば
れ
る
ジ
ョ

ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
に
会
い
に
や
っ
て

き
ま
す
。

彼
の
療
養
所
で
あ
る
聖
イ
グ
ナ
チ
オ

の
家
（
通
称
カ
ー
サ
）
で
は
、「
医
師
か

ら
見
放
さ
れ
た
癌
が
治
っ
た
」「
車
椅
子

か
ら
立
ち
上
が
り
、
歩
け
る
よ
う
に
な

っ
た
」
な
ど
の
話
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

2
0
0
8
年
に
初
め
て
カ
ー
サ
に
滞

在
す
る
ま
で
、
私
自
身
、「
奇
跡
の
癒
し
」

に
つ
い
て
疑
い
の
気
持
ち
を
抱
い
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
滞
在
中
、
理
性
で

は
到
底
理
解
で
き
な
い
こ
と
を
次
々
と

目
撃
し
、
彼
の
治
療
が
本
物
で
あ
る
と

確
信
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
す
。

本
講
演
で
は
、
こ
れ
ま
で
聖
イ
グ
ナ

チ
オ
の
家
を
5
回
訪
問
し
た
経
験
を
も

と
に
し
て
、
ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド

と
は
ど
ん
な
人
物
か
、
ア
バ
デ
ィ
ア
ニ

ア
と
聖
イ
グ
ナ
チ
オ
の
家
の
様
子
、
カ

ー
サ
で
行
わ
れ
て
い
る
ヒ
ー
リ
ン
グ
と

そ
の
実
例
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

※
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
、
精
神
世
界
関
係

の
訳
書
を
多
数
出
さ
れ
、
そ
の
著
者
た

ち
に
も
会
っ
て
お
話
し
さ
れ
て
い
る
奥

野
氏
の
貴
重
な
講
演
会
で
す
。
質
疑
応

答
時
間
も
十
分
あ
り
ま
す
の
で
、
会
員

の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘
い
し

て
、
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

●
奥
野
節
子
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

高
校
の
英
語
教
師
を
経
て
、
ジ
ョ
ー

ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
大
学
院
修
了
後
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
米
企
業
に
勤
務
。
帰

国
後
、
精
神
世
界
分
野
の
翻
訳
者
と
な

る
。
訳
書
に
、『「
死
ぬ
こ
と
」
の
意
味
』

（
サ
ン
マ
ー
ク
）『
喜
び
か
ら
人
生
を
生

き
る
!
』（
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ス
ピ
リ
ッ
ト
）

『
ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
』『
オ
ー
ブ

は
希
望
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
』『
運

命
を
書
き
換
え
る
前
世
療
法
C
D
ブ
ッ

ク
』『
1
0
0
の
夢
辞
典
』（
以
上
、
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）
な
ど
多
数
。

日
時　

平
成
25
年
9
月
14
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

今
月
号
の
記
事

◎
九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
年
会
費
未
了
の
方
へ
の
お
願
い

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
九
月
例
会
予
告

◎
北
陸
サ
イ
科
学
会
九
月
例
会
予
告

◎
10
月
全
国
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
十
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
十
一
月
例
会
予
告

◎
十
一
月
本
部
例
会
予
告

◎
第
19
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
報
告

◎
六
月
通
常
総
会
報
告
Ⅱ

◎
九
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

◎
第
三
七
八
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
三
七
九
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
三
八
〇
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
秋
の
大
会

◎
佐
々
木
茂
美
会
長
の
新
著
ご
紹
介

◎
本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
の
販
売

◎
オ
ー
ブ
の
形
成
過
程
（
2
）

������������������������������������������������������������
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「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　　

一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
8
／
1
受
領
分
ま
で
）

金
一
千
円
也　
　
　

枝
元　

孝
行　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

年
会
費
未
了
の
方
へ
の
お
願
い

本
年
3
月
1
日
発
行
の
「
サ
イ
ジ
ャ

ー
ナ
ル
」
と
と
も
に
、「
年
会
費
納
入
の

お
願
い
」
と
郵
便
振
替
用
紙
を
同
封
致

し
ま
し
た
が
、
ま
だ
お
振
り
込
み
未
了

の
方
は
、
以
下
の
郵
便
振
替
口
座
に
お

振
り
込
み
願
い
ま
す
。
郵
便
振
替
用
紙

は
郵
便
局
に
あ
り
ま
す
。

0
0
1
0
0
・
2
・
1
5
3
4
4

加
入
者
名　

日
本
サ
イ
科
学
会

年
会
費
一
年
度
分

維
持
会
員　

二
〇
〇
〇
〇
円
（
1
口
）

正
会
員　
　
　

九
〇
〇
〇
円

学
生
会
員　
　

六
〇
〇
〇
円

準
会
員　
　
　

五
〇
〇
〇
円

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
例
会
の
お
知
ら
せ

音
の
魅
力
に
挑
戦

　
　
　

講
師　

大
峰　

か
ず
子 

氏

日
時　

平
成
25
年
9
月
21
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2‌

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ

「
世
界
史
上
で
も
第
一
級
の
人
物

空
海
の
修
行
と
世
界
観
、
密
教
超

能
力
の
原
理
」

　
　
　
　

講
師　

瀬
尾　

泰
範 

氏

（
才
能
開
発
研
究
所
、
占
星
学
研
究
家
）

弘
法
大
師 

空
海
に
よ
っ
て
真
言
密
教

の
根
本
道
場
が
創
ら
れ
た
高
野
山
は
、

平
成
27
年
に
開
創
1
2
0
0
年
を
迎
え

ま
す
。

こ
の
機
会
に
最
澄
と
共
に
日
本
の
仏

教
の
土
台
を
築
き
あ
げ
、
ま
た
日
本
の

文
化
の
土
台
を
創
っ
た
空
海
の
、
宗
教

家
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
思
想
家
、
能

力
者
と
し
て
第
一
級
の
人
物
と
成
っ
て

い
っ
た
信
じ
ら
れ
な
い
位
の
偶
然
に
満

ち
た
個
人
史
を
紐
解
い
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

講
師
が
今
年
の
5
月
に
、
高
野
山
で

胎
蔵
界
の
結
縁
潅
頂
を
受
け
た
時
期
の
、

宿
坊
で
の
護
摩
行
の
ビ
デ
オ
映
像
や
金

剛
峯
寺
の
写
真
等
も
紹
介
致
し
ま
す
。

日
時　

平
成
25
年
9
月
22
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
4
時
半
ま
で

　
　
　
（
午
後
1
時
開
場
）

会
場　

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
健
康
科
学
研

　
　
　

究
所
「
第
一
研
修
室
」

　
　
（
石
川
県
金
沢
市
高
岡
町
12
―
45
）

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

お
問
合
せ 
北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

T
E
L 

0
7
6
・
2
3
4
・
6
6
3
4

※
参
加
ご
希
望
の
方
は
お
早
め
に
ご

連
絡
下
さ
い
。
随
時
入
会
受
付
中
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
23
回
全
国
大
会
の
お
知
ら
せ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
サ
イ
と

自
然
治
癒
力
」

「
自
然
治
癒
力
」
は
、
自
己
再
生
機
能

と
自
己
防
衛（
免
疫
）
機
能
の
両
面
を

持
っ
て
お
り
、
こ
の
機
能
は
、
こ
の
物

理
世
界
で
、
す
べ
て
の
人
が
、
訓
練
も

せ
ず
に
、
自
然
に
発
揮
し
て
い
る
能
力

で
す
。
外
科
医
は
、
臓
器
や
皮
膚
を
切

り
裂
き
、
そ
し
て
針
と
糸
で
縫
合
し
ま

す
。
し
か
し
、
臓
器
や
皮
膚
を
、
細
菌

か
ら
守
り
な
が
ら
、
細
胞
同
士
、
神
経

同
士
、
血
管
同
士
を
結
合
し
再
生
さ
せ

て
い
る
の
は
、
自
然
治
癒
力
な
の
で
す
。

た
と
え
、
ゴ
ッ
ド
ハ
ン
ド
と
言
わ
れ
る

名
医
で
あ
っ
て
も
、
出
来
る
こ
と
は
、

再
生
の
お
膳
立
て
・
お
手
伝
い
だ
け
な

の
で
す
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
私

た
ち
は
誰
で
も
、
体
内
に
、
自
然
治
癒

力
と
い
う
世
界
一
の
名
医
を
、
持
っ
て

い
る
と
も
言
え
る
の
で
す
。

（
徳
永
康
夫 

大
会
委
員
長　

原
稿
抜
粋
）

● ❷●



●❸ ●

★日本サイ科学会　第23回全国大会プログラム★
					     　　（サトルエネルギー学会協賛）

（日時）　2013年10月13日（日）10：00～16：50
（会場）　北とぴあ7階第2研修室
（交通）　JR京浜東北線王子駅下車徒歩2分、ホーム最北端（赤羽寄り）

の階段を下り改札口を出て見える高層ビル
（会費）　会員　¥2,000　 一般　¥3,000　 学生　¥1,000
		  ※サトルエネルギー学会会員は会員会費となります。

プログラム（敬称略）
  9：30		  　開場
10：00～10：10	　開会のご挨拶　徳永 康夫 大会委員長

◎会員の研究発表（5名）（20分発表5分質疑応答／1人）
10：10～10：35	　富樫 昭夫　「気と自然治癒力」
10：35～11：00	　ロン 薄葉　「オーブは地球を癒やしている ! ?」
11：00～11：25	　橋本 和哉　「鬱積感情と憑依による気の滞り」
11：25～11：50	　森安 政仁　「こころや霊的作用における病気について」
11：50～13：00	　　昼休み
13：00～13：25	　山根 真　 「『リンゴからダークマター、宇宙へ』重力定数の元を
　　　　　　　　　　　　　　求めて」

◎シンポジウム　テーマ「サイと自然治癒力」
13：30～14：30	　シンポジウム基調講演　佐藤 禎花
		  「2種類のガンを乗り越えて治す力と治る力　生命エネルギーと氣」
14：30～14：40	　休憩
14：40～16：40	　シンポジウム　パネルディスカッション
　　大会シンポジウム委員長　徳永 康夫（日本サイ科学会理事）
　　　　　　　　　「シンポジウム『サイと自然治癒力』開催に当たって」
　　司会進行　阿久津 淳（日本サイ科学会理事）
　　パネリスト
　　　　佐藤 禎花
　　　　宇治橋 泰志	 「『難病を根本から改善する』新治療法を求めて」
　　　　朝日 舞		 「自然治癒力と禅エクササイズ」
　　　　小暮 周吾	 「自然治癒力を瞬時に引き出す日本伝統療法、古式腱

けん

引
び

き」　
　　　　田戸 純子	 「植物がもたらす恩恵　～雑穀と野菜を食して心・身体・魂
			   ヨロコブ～」
　　　　ロン 薄葉	 「人体の微細エネルギー構造の見解　～新時代のエネルギー
			   原理と人体の多次元世界～」
　　14：40～15：40	 大会委員長、パネラーの発表（1人10分）
　　15：40～16：40	 パネル・ディスカッション　パネラー+会場参加者
16：40～16：45	　優秀研究賞　表彰式　佐々木 茂美 会長
16：45～16：50	　閉会のご挨拶　徳永 康夫 大会委員長
17：30～19：30	　懇親会（希望者：当日受付）



関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
月
例
会
の
お
知
ら
せ

“
フ
ル
ー
ツ
の
精
”
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　
　
　

講
師　

中
野　

瑞
樹 

氏

日
時　

平
成
25
年
10
月
19
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2‌

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
一
月
例
会
の
お
知
ら
せ

宇
宙
意
識
文
明
の
夜
明
け

　
　
　

講
師　

松
尾　

み
ど
り 

氏

日
時　

平
成
25
年
11
月
16
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2‌

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

十
一
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

生
体
セ
ン
サ
に
よ
る
サ
イ
研
究

―
超
能
力
研
究
の
最
前
線

　
　
　

講
師　

小
久
保　

秀
之 

氏

（�

国
際
総
合
研
究
機
構　

生
体
計
測　

研
究
所　

研
究
部
長
）

サ
イ
の
研
究
は
20
世
紀
末
か
ら
周
辺

の
関
連
領
域
に
拡
大
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
従
来
の
超
心
理
学
や
宗
教
心
理

学
が
扱
い
き
れ
な
か
っ
た
問
題
、
特
に

発
生
頻
度
の
少
な
い
特
異
な
体
験
を
扱

う
特
異
心
理
学
が
勃
興
し
、
サ
イ
の
問

題
を
新
し
い
見
方
で
捉
え
直
し
て
お
り

ま
す
。

補
完
代
替
医
療
や
統
合
医
療
で
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
療
法
（
生
体
念
力
療
法
）
へ

の
関
心
が
高
ま
り
、
メ
ド
ラ
イ
ン
な
ど

の
医
学
系
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
収
録
さ
れ

る
研
究
論
文
も
増
加
し
ま
し
た
。
特
異

心
理
学
は
意
識
研
究
の
一
つ
と
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
医
療
・
看
護
領
域

の
研
究
は
生
体
に
作
用
す
る
サ
イ
の
研

究
と
言
え
ま
す
。

生
体
は
意
識
よ
り
も
サ
イ
に
敏
感
で

あ
り
ま
す
。
現
在
の
実
験
的
サ
イ
研
究

の
大
き
な
潮
流
は
、
無
意
識
的
な
生
理

反
応
を
サ
イ
の
指
標
と
す
る
研
究
で
あ

り
ま
す
。

筆
者
は
近
年
、
生
体
そ
の
も
の
を
一

種
の
セ
ン
サ
と
見
る
大
胆
な
考
え
方
を

採
用
し
、bio-PK

の
高
感
度
測
定
系
の

開
発
に
成
功
し
ま
し
た
。
生
体
セ
ン
サ

の
概
念
、
生
体
セ
ン
サ
を
使
っ
た
実
験

デ
ザ
イ
ン
、
筆
者
の
研
究
で
明
ら
か
に

な
っ
た
サ
イ
の
物
理
的
性
質
を
分
か
り

易
く
解
説
致
し
ま
す
。

※
長
年
、
サ
イ
と
生
体
計
測
の
面
で
研

究
を
続
け
て
お
ら
れ
る
小
久
保
氏
の
最

新
の
成
果
と
世
界
の
サ
イ
研
究
の
お
話

も
聞
け
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
会
員
の

皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘
い
し
て

ご
参
加
願
い
ま
す
。

●
小
久
保
秀
之
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
5
8
年
生
ま
れ
。
名
古
屋
大
学

理
学
部
物
理
学
科
卒
。
三
省
堂
編
集
部
、

放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
を
経
て
、
現

在
、
国
際
総
合
研
究
機
構
研
究
部
長
。

国
際
生
命
情
報
科
学
会
執
行
編
集
委

員
・
常
務
理
事
。
人
体
科
学
会
理
事
。

Parapsychological A
ssociation 

日

本
連
絡
担
当
。
長
年
に
わ
た
っ
て
超
心

理
現
象
や
気
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
特
に
近
年
は
生
体
セ
ン
サ
を
使
っ

た
念
力
の
生
物
物
理
学
的
研
究
を
行
っ

て
い
る
。

日
時　

平
成
25
年
11
月
9
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

● ❹●



第
19
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
報
告

第
19
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
（
第

7
回　

U
F
O
・
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
）
は
2
0
1
3
年
7
月
28
日
（
日
）

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
。

十
代
田
光
子
さ
ん
の
チ
ェ
ロ
演
奏
も

あ
り
、
満
員
御
礼
で
無
事
終
了
!　

U
F
O
・
オ
ー
ブ
賞
は
中
津
川 
昴

氏
が
受
賞
。

第
20
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
は
、

「
第
1
回　

異
能
科
学
会
議
」
と
し
、
12

月
1
日（
日
）を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

（
世
話
人　

阿
久
津　

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

六
月
通
常
総
会
報
告
Ⅱ

●
地
方
日
本
サ
イ
科
学
会

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　

会
長　

河
野　

明
夫

◎
平
成
24
年
度
事
業
報
告
（
敬
称
略
）

平
成
24
年
度
は
8
月
、
12
月
を
除
き
、

24
年
4
月
（
3
6
7
回
）
か
ら
25
年
3

月
3
7
6
回
）
の
10
回
開
催
し
、
参
加

者
は
会
員
1
1
7
名
非
会
員
2
0
9
名

合
計
3
1
8
名
で
、
23
年
度
よ
り
57
名

減
少
し
た
。

4�

月
21
日
（
土
）
久
保
田
昌
治
「
水
の

は
な
し　

活
性
水
・
機
能
水
と
は
」

5�

月
19
日
（
土
）
上
森
三
郎
「
地
上
絵

の
発
見
か
ら
邪
馬
台
国
の
謎
を
解
明
」

6�

月
16
日
（
土
）
い
よ
の
い
し
「
ニ
ュ

ー
ト
リ
ノ
光
速
超
え
の
謎
を
解
く
鍵

は
正
四
面
体
」

7�

月
21
日
（
土
）
重
川
風
天
「
誰
で
も

が
幸
せ
に
な
る
ブ
ラ
チ
ナ
の
風
が
吹

く
」

9�
月
15
日
（
土
）
藤
枝
縁
「
真
実
さ
え

広
ま
れ
ば
世
界
は
今
に
で
も
理
想
郷

に
で
き
る
」

10�

月
20
日
（
土
）
池
田
邦
吉
「
神
様
が

い
る
ぞ
!
」

11�

月
17
日
（
土
）
白
根
正
志
「
農
林
水

産
物
の
革
新
へ
の
道
」

1�

月
19
日
（
土
）
櫻
井
喜
美
夫
「
出
口

王
仁
三
郎
の
大
復
活
」

2�

月
16
日
（
土
）
鹿
毛
俊
孝
「
魂
に
ひ

び
く
瞑
想
」

3�

月
16
日
（
土
）
酒
向
猛
「
千
島
学
説

と
は　

血
液
腸
内
造
血
説
、
生
体
内

原
子
転
換
説
」

◎
平
成
25
年
度
事
業
計
画
（
敬
称
略
）

平
成
25
年
度
は
左
記
の
よ
う
に
8
月
、

12
月
を
除
き
、
25
年
4
月
（
3
7
7
回
）

か
ら
26
年
3
月
（
3
8
6
回
）
の
10
回

開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

4�

月
20
日
（
土
）
伊
藤
一
夫
「
根
源
の

音
―
声
に
出
し
て
歌
う
和
歌
」

5�

月
18
日
（
土
）
和
田
高
幸
「
ダ
ウ
ジ

ン
グ
の
現
代
」

6�

月
15
日
（
土
）
村
上
晋
一
「
人
類
の

進
化
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
：
ア

セ
ン
シ
ョ
ン
」

7�

月
27
日
（
土
）
池
田
邦
吉
「
神
様
が

い
る
ぞ
・
続
編
」

9�

月
21
日
（
土
）
大
峰
か
ず
子
「
音
の

魅
力
に
挑
戦
」

10�

月
19
日
（
土
）
中
野
瑞
樹
「“
フ
ル
ー

ツ
の
精
”
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

11
月　

松
尾
み
ど
り	

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　

会
長　

金
子　

輝
夫

◎
平
成
24
年
度
事
業
報
告

九
州
部
会
と
し
て
の
事
業
は
行
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

◎
平
成
25
年
度
事
業
計
画

世
話
役
を
得
て
、
で
き
ま
し
た
ら
講

演
会
を
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

●
平
成
25
年
度
日
本
サ
イ
科
学
会
役
員

　

構
成
（
＊
印
は
新
任
ま
た
は
改
選
）

会
長　
　

佐
々
木 

茂
美

理
事
長　

浪
平 

博
人

顧
問　
　

窪
田 

啓
次
郎
、
品
川 

次
郎
、

　
　
　
　

西
條 

一
止

地
方
会
長
兼
理
事

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

佐
々
木 

康
二

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

山
田 

哲
三
＊

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

佐
藤 

禎
花

関
西
サ
イ
科
学
会
会
長
、
副
理
事
長　

　

河
野 

明
夫

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

金
子 

輝
夫
＊

理
事
（
常
任
理
事
を
含
む
）

　

阿
久
津 

淳
、
大
木 

高
伸
、

　

大
谷 

宗
司
＊
、
久
保
田 

昌
治
、

　

小
林 

泰
樹
＊
、
小
林 

信
正
、

　

小
林 

正
典
、
小
牧 

昭
一
郎
、

　

志
賀 

一
雅
＊
、
志
村 

則
夫
、

　

徳
永 

康
夫
＊
、
中
島 

敏
樹
＊
、

　

鯰
江 

勇
＊
、
本
間 

修
二
、

　

前
田 

知
則
、
苗 

鉄
軍
＊
、

　

渡
辺 

宙
明
＊

●❺ ●



幹
事  

飯
見 

勇
、
吉
田 

一
美

評
議
員

　

薄
葉 
達
夫
＊
、
占
部 

浩
一
、

　

瓜
生 

昌
代
司
＊
、
大
西 

章
＊
、

　

奥
村 

八
郎
＊
、
加
納 

愛
信
、

　

鴨
川 

裕
司
＊
、
小
久
保 

孝
行
＊
、

　

小
林 

隆
文
＊
、
佐
藤 
ひ
ろ
子
＊
、

　

杉
立 

繁
、
高
橋 

至
誠
＊
、

　

谷
口 

五
月
＊
、
飛
田 

洋
子
、

　

三
浦 

良
江
＊
、
屋
敷 

益
男

監
事　

和
田 

守
央
＊

（
1
）
本
部
役
員
・
理
事
会
は
会
長
、
理

事
長
、
顧
問
、
常
任
理
事
、
幹
事
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

（
2
）
常
任
理
事
は
月
1
回
開
催
さ
れ
る

本
部
理
事
会
に
出
席
で
き
る
理
事
を

示
す
。

（
3
）
常
任
理
事
の
選
出
は
、
理
事
の
自

己
申
告
に
よ
る
。

◎
基
幹
論
文
賞
・
功
労
賞
表
彰

●
基
幹
論
文
賞

　

東
京
都　
　

浪
平　

博
人　

殿

　

昭
和
17
年
2
月
21
日
生

本
会
は
定
款
細
則
第
18
条
に
よ
り
総

会
の
議
を
経
て

貴
下
の
研
究
活
動
に
対
し
基
幹
研
究

賞
を
贈
り

感
謝
の
意
を
表
し
ま
す

　
　

平
成
25
年
6
月
9
日

　
　
　
　
　
　

日
本
サ
イ
科
学
会　

　
　
　
　
　
　

会
長 

佐
々
木 

茂
美

研
究
活
動
「
動
的
視
覚
化
に
よ
る
新
し

い
教
育
方
法
論
」

加
速
教
育
の
視
覚
版
と
し
て
イ
メ
ー

ジ
に
よ
る
瞬
間
教
育
法
を
理
論
付
け
、

確
立
さ
れ
た

学
会
賞

1
．
目
的
：
本
会
の
理
念
に
ふ
さ
わ
し

い
学
術
研
究
、
実
践
活
動
に
対
し
て

授
与
す
る
。

2
．
対
象
：
論
文
、
著
書
並
び
に
実
践

活
動
に
た
い
し
て
。

3
．
選
考
方
法
：

3
・
1　

自
薦
ま
た
は
他
薦
と
す
る
。

3�

・
2　

顧
問
、
会
長
、
理
事
、
専

門
家
で
審
査
の
上
、
理
事
会
で
受

賞
予
定
者
を
き
め
る
。

4
．
表
彰
：
年
次
大
会
時
の
総
会
で
受

賞
者
を
決
定
す
る
。

●
功 

労 

賞

　
　
　
　
　

小
林　

泰
樹　

殿

あ
な
た
は
日
本
サ
イ
科
学
会
会
員（
理

事
、
事
務
局
長
）と
し
て

永
年
に
わ
た
り
研
究
と
啓
蒙
活
動
に

ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た 

本
学
会
の
輝
か
し
い
発
展
は

あ
な
た
の
ご
努
力
に
お
う
所
が
大
で

あ
り
ま
す

よ
っ
て
日
本
サ
イ
科
学
会
功
労
賞
を

贈
り
表
彰
し
感
謝
致
し
ま
す

　
　

平
成
25
年
6
月
9
日

　
　
　
　
　
　

日
本
サ
イ
科
学
会　

　
　
　
　
　
　

会
長 

佐
々
木 

茂
美

［
平
成
24
年
度
決
算
報
告
］

［
平
成
25
年
度
予
算
］

● ❻●

項目 予算 項目 決算
会費 2,000,000 会費（正） 1,395,000
例会 400,000 会費（学生） 156,000
寄付 400,000 会費（準） 285,000
本・他 200,000 会費（維持） 160,000
繰越金 2,262,441 会費（賛助） 50,000
合計 5,262,441 入会費 52,000 ３段目

例会収入 439,000
本会寄付 602,600
本・他 100,550
広告料 0
前年度繰越金 2,262,441
合計 5,502,591

項目 金額 項目 金額 項目 予算 決算
会費 2,000,000 ジャーナル発行 600,000 ジャーナル発行 600,000 604,206
例会 400,000 会誌発行 300,000 会誌発行 300,000 299,250
寄付 500,000 人件費 1,530,000 人件費 1,530,000 1,534,000
本・他 100,000 例会会場費 120,000 例会会場費 120,000 119,220
繰越金 2,202,302 講師謝礼 200,000 講師謝礼 200,000 213,005
合計 5,202,302 事務用品 100,000 事務用品 150,000 92,455

郵送・配送料 50,000 郵送・配送料 50,000 45,120 ４段目
通信費 70,000 通信費 80,000 70,994
会議・打合せ 70,000 会議・打合せ 80,000 70,550
交通費 40,000 交通費 50,000 40,600
事務所維持費 140,000 事務所維持費 110,000 141,164
郵便・銀行振込料 10,000 郵便・銀行振込料 20,000 9,320
予備 100,000 予備（予稿集印刷代） 100,000 60,405
来期繰越金 1,872,302 来期繰越金 1,872,441 2,202,302
合計 5,202,302 合計 5,262,441 5,502,591

収入

支出収入 支出

項目 予算 項目 決算
会費 2,000,000 会費（正） 1,395,000
例会 400,000 会費（学生） 156,000
寄付 400,000 会費（準） 285,000
本・他 200,000 会費（維持） 160,000
繰越金 2,262,441 会費（賛助） 50,000
合計 5,262,441 入会費 52,000 ３段目

例会収入 439,000
本会寄付 602,600
本・他 100,550
広告料 0
前年度繰越金 2,262,441
合計 5,502,591

項目 金額 項目 金額 項目 予算 決算
会費 2,000,000 ジャーナル発行 600,000 ジャーナル発行 600,000 604,206
例会 400,000 会誌発行 300,000 会誌発行 300,000 299,250
寄付 500,000 人件費 1,530,000 人件費 1,530,000 1,534,000
本・他 100,000 例会会場費 120,000 例会会場費 120,000 119,220
繰越金 2,202,302 講師謝礼 200,000 講師謝礼 200,000 213,005
合計 5,202,302 事務用品 100,000 事務用品 150,000 92,455

郵送・配送料 50,000 郵送・配送料 50,000 45,120 ４段目
通信費 70,000 通信費 80,000 70,994
会議・打合せ 70,000 会議・打合せ 80,000 70,550
交通費 40,000 交通費 50,000 40,600
事務所維持費 140,000 事務所維持費 110,000 141,164
郵便・銀行振込料 10,000 郵便・銀行振込料 20,000 9,320
予備 100,000 予備（予稿集印刷代） 100,000 60,405
来期繰越金 1,872,302 来期繰越金 1,872,441 2,202,302
合計 5,202,302 合計 5,262,441 5,502,591

収入

支出収入 支出

項目 予算 項目 決算
会費 2,000,000 会費（正） 1,395,000
例会 400,000 会費（学生） 156,000
寄付 400,000 会費（準） 285,000
本・他 200,000 会費（維持） 160,000
繰越金 2,262,441 会費（賛助） 50,000
合計 5,262,441 入会費 52,000 ３段目

例会収入 439,000
本会寄付 602,600
本・他 100,550
広告料 0
前年度繰越金 2,262,441
合計 5,502,591

項目 金額 項目 金額 項目 予算 決算
会費 2,000,000 ジャーナル発行 600,000 ジャーナル発行 600,000 604,206
例会 400,000 会誌発行 300,000 会誌発行 300,000 299,250
寄付 500,000 人件費 1,530,000 人件費 1,530,000 1,534,000
本・他 100,000 例会会場費 120,000 例会会場費 120,000 119,220
繰越金 2,202,302 講師謝礼 200,000 講師謝礼 200,000 213,005
合計 5,202,302 事務用品 100,000 事務用品 150,000 92,455

郵送・配送料 50,000 郵送・配送料 50,000 45,120 ４段目
通信費 70,000 通信費 80,000 70,994
会議・打合せ 70,000 会議・打合せ 80,000 70,550
交通費 40,000 交通費 50,000 40,600
事務所維持費 140,000 事務所維持費 110,000 141,164
郵便・銀行振込料 10,000 郵便・銀行振込料 20,000 9,320
予備 100,000 予備（予稿集印刷代） 100,000 60,405
来期繰越金 1,872,302 来期繰越金 1,872,441 2,202,302
合計 5,202,302 合計 5,262,441 5,502,591

収入

支出収入 支出



九
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

未
曽
有
の
天
災
・
人
災
を
目
の

当
た
り
に
し
て
、
サ
イ
科
学
は

何
が
で
き
る
の
か
!?

　

講
師　

ホ
ン
マ 

シ
ュ
ウ
ジ 

氏

（
株
式
会
社
ビ
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ス　

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

◎
ゲ
ス
ト
講
演

　

井
戸 

理
恵
子 

氏

（�

多
摩
美
術
大
学
講
師
：
民
俗
情
報
工

学
研
究
）

　

椿 

真
由
美 

氏

（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル 

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

◎
椿
真
由
美
氏
の
御
講
演

私
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
さ
れ

て
も
名
前
は
出
て
こ
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
百
パ
ー
セ
ン
ト
口
コ
ミ
で
ご
相
談

に
乗
っ
て
お
り
ま
す
。
主
に
ご
相
談
内

容
は
身
体
的
な
事
や
霊
的
な
事
、
ま
た

企
業
の
方
で
す
と
、
気
の
流
れ
を
み
て
、

会
社
の
流
れ
か
ら
、
人
事
の
相
性
な
ど

様
々
な
ご
相
談
を
承
っ
て
お
り
ま
す
。

警
察
か
ら
事
件
関
係
の
協
力
依
頼
を

受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
中
で
も

東
日
本
大
震
災
後
、
一
番
多
い
の
は
行

方
不
明
者
捜
索
の
お
手
伝
い
で
す
。

私
は
宗
教
的
修
行
を
し
た
わ
け
で
は

な
く
、
小
さ
い
頃
か
ら
何
か
自
分
の
感

覚
で
見
え
る
こ
と
と
、
実
際
に
見
え
て

い
る
こ
と
が
違
う
ん
だ
な
、
と
い
う
こ

と
を
自
覚
し
て
お
り
ま
し
た
。

（
デ
ジ
タ
ル
1
）

ホ
ン
マ
さ
ん
と
は
、
震
災
の
何
年
も

前
か
ら
、
気
の
お
話
や
霊
的
な
お
話
な

ど
何
で
も
お
話
を
し
て
お
り
ま
し
て
、

こ
ち
ら
が
伝
え
づ
ら
い
よ
う
な
内
容
で

も
、
ホ
ン
マ
さ
ん
の
方
で
「
多
分
こ
う

い
う
こ
と
を
言
い
た
い
の
だ
ろ
う
。」
と

理
解
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
放
射
能
は
、
大
気
中
に

お
い
て
、
キ
ラ
キ
ラ
光
っ
て
い
る
よ
う

な
感
じ
で
見
え
ま
す
。
震
災
後
は
八
百

屋
さ
ん
や
魚
屋
さ
ん
へ
行
く
と
、
食
べ

物
に
放
射
能
が
つ
い
て
い
る
の
が
分
か

り
ま
し
た
。
見
え
て
い
る
の
で
、
し
っ

か
り
洗
っ
た
り
し
て
、
そ
れ
ら
を
取
っ

て
か
ら
食
べ
て
お
り
ま
し
た
。

原
発
事
故
後
の
身
体
的
な
変
化
に
つ

い
て
、
一
番
多
か
っ
た
の
は
出
血
量
が

多
く
な
り
、
血
管
系
の
病
が
増
え
ま
し

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
一
番
早
か
っ
た
の

は
福
島
の
あ
た
り
で
、
お
子
さ
ん
達
が

痔
と
か
持
っ
て
い
な
い
の
に
、
下
血
し

た
り
、
鼻
血
や
目
の
充
血
な
ど
が
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

血
液
検
査
を
す
る
と
、
病
気
で
は
な

い
の
で
す
が
、
赤
血
球
の
形
が
異
変
を

起
こ
し
て
い
た
り
、
血
圧
も
高
く
な
る

方
や
低
く
な
る
方
が
こ
れ
ま
で
の
私
の

経
験
で
も
な
い
く
ら
い
多
く
な
っ
て
お

り
ま
し
た
。

ま
た
逆
に
こ
れ
ま
で
ア
レ
ル
ギ
ー
反

応
が
強
か
っ
た
方
が
、
少
し
治
ま
っ
て

き
た
と
い
う
方
も
お
り
ま
し
た
。
喘
息

持
ち
の
方
が
発
作
の
回
数
が
減
っ
た
と

い
う
方
も
お
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
変
化
が
放
射
能
の
影
響
な

の
か
、
大
地
震
に
よ
る
心
理
的
な
影
響

な
の
か
は
、
よ
く
お
話
を
伺
っ
て
み
な

い
と
分
か
り
き
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
、
私
が
個

人
毎
に
い
ろ
い
ろ
お
話
を
聞
い
て
「
こ

れ
は
放
射
能
の
影
響
で
は
な
い
か
。」、

あ
る
い
は
「
こ
れ
は
大
地
震
の
影
響
で

は
な
い
か
。」
を
判
断
し
て
、
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
お
り
ま
す
。

い
く
つ
か
の
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す

と
、
特
に
お
子
さ
ん
が
地
震
や
津
波
を

予
知
し
て
い
た
か
の
よ
う
に
、
一
年
以

上
も
前
か
ら
プ
ー
ル
の
時
期
で
は
な
い

の
に
「
泳
げ
な
い
」
と
泣
い
た
り
水
の

音
を
怖
が
っ
た
り
、
お
水
に
ま
つ
わ
る

お
話
が
す
ご
く
多
か
っ
た
り
し
ま
し
た
。

震
災
後
、
動
物
で
は
メ
ダ
カ
の
産
卵

サ
イ
ク
ル
が
早
く
な
っ
た
り
、
植
物
で

は
、
例
え
ば
バ
ラ
の
生
長
が
異
常
な
も

の
も
あ
り
ま
し
た
。

福
島
か
ら
は
遠
い
で
す
が
南
の
方
の

一
例
を
お
話
し
し
ま
す
。
高
知
県
で
海

に
潜
る
仕
事
を
し
て
い
る
五
十
代
の
男

性
の
経
験
で
す
が
、
2
0
1
0
年
の
9

月
の
時
点
で
は
海
水
温
が
安
定
し
て
い

て
透
明
度
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
2‌

0	

1‌

0
年
の
10
月
く
ら
い
に
な
る
と
、
急

に
海
水
温
が
高
く
な
っ
て
珊
瑚
が
一
斉

に
死
ん
で
し
ま
い
、
高
知
県
で
は
か
な

り
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
2
0
1
0
年

10
月
か
ら
2
月
に
か
け
て
も
海
水
温
が

下
が
ら
ず
、
居
る
は
ず
の
魚
が
い
な
か

っ
た
り
し
て
、
魚
の
水
揚
げ
も
減
少
し

●❼ ●



ま
し
た
。

通
常
の
よ
う
に
海
が
青
く
な
ら
な
か

っ
た
り
、
風
が
な
い
の
に
海
が
荒
れ
た

り
、
海
の
下
の
方
の
透
明
度
が
落
ち
て
、

深
く
潜
れ
な
く
て
半
年
以
上
仕
事
に
就

け
な
い
う
ち
に
、
東
日
本
大
震
災
を
迎

え
た
と
い
う
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

海
に
関
し
て
の
お
話
で
は
、
震
災
前

全
国
各
地
で
イ
ル
カ
や
鯨
が
方
向
感
覚

を
失
っ
た
の
か
、
浜
に
打
ち
上
げ
ら
れ

た
り
し
て
お
り
ま
し
た
。

私
が
相
談
を
受
け
て
い
た
仙
台
の
信

仰
心
が
深
い
女
性
の
お
話
で
す
が
、
夫

が
亡
く
な
っ
た
母
親
の
夢
を
よ
く
見
て

い
た
の
で
す
が
、
夫
は
あ
ま
り
気
に
し

な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
う
ち
に
娘

さ
ん
が
病
気
に
な
っ
た
り
、
親
戚
の
方

ま
で
厄
が
起
こ
っ
て
き
て
、
私
が
2‌

0	

1‌

0
年
の
3
月
に
相
談
を
受
け
た
わ
け

で
す
。

夢
で
母
親
の
言
う
の
は
「
実
家
に
引

っ
越
し
な
さ
い
。」
と
い
う
こ
と
で
、
岩

手
に
あ
る
実
家
の
引
っ
越
し
先
が
古
い

家
で
、
お
札
が
沢
山
貼
っ
て
あ
っ
た
り

し
て
幽
霊
屋
敷
の
よ
う
な
の
で
、
子
供

達
も
猛
反
対
し
た
の
で
す
が
、
私
が
そ

の
家
を
み
て
大
丈
夫
だ
と
診
断
し
て
、

引
っ
越
す
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、
東
日

本
大
震
災
の
3
ヶ
月
前
く
ら
い
だ
っ
た

の
で
す
。

東
日
本
大
震
災
で
今
ま
で
住
ん
で
い

た
マ
ン
シ
ョ
ン
の
あ
た
り
は
近
く
の
川

が
氾
濫
し
て
、
あ
そ
こ
に
居
た
ら
助
か

ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、

仏
様
に
助
け
ら
れ
た
と
大
変
感
謝
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
幽
霊
屋
敷
の
よ
う
だ
っ
た
家
も

い
ろ
い
ろ
改
善
し
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、

今
で
は
町
の
中
で
集
い
の
場
所
に
も
な

っ
て
お
り
ま
す
。
庭
に
は
2
本
の
巨
木

が
立
っ
て
い
て
、
小
鳥
が
来
て
卵
を
生

ん
だ
り
、
植
物
が
繁
茂
し
た
り
し
て
、

環
境
が
良
い
ほ
う
に
変
化
し
ま
し
た
。

震
災
後
、
私
は
行
方
不
明
者
の
透
視

な
ど
で
昼
も
夜
も
な
く
協
力
し
て
お
り

ま
し
た
。
行
方
不
明
者
の
ご
親
族
は
、

本
人
が
「
亡
く
な
っ
て
い
る
の
か
?
」、

「
今
も
生
き
て
い
る
の
か
?
」「
ど
こ
か

で
避
難
し
て
い
る
の
か
?
」
を
ま
ず
知

り
た
い
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
入
っ
て
き

ま
す
。

私
が
観
た
状
況
を
そ
の
ま
ま
ご
親
族

に
話
せ
な
い
場
合
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。

海
の
中
の
ご
遺
体
で
眼
の
玉
の
あ
た
り

を
突
つ
か
れ
て
い
た
り
、
腕
だ
け
し
か

な
い
状
態
な
ど
で
す
が
、
ど
う
い
う
こ

と
で
ご
親
族
の
捜
さ
れ
て
い
る
方
と
確

認
す
る
か
と
申
し
ま
す
と
、
も
し
腕
時

計
や
宝
石
等
の
金
品
を
身
に
付
け
て
い

る
場
合
は
「
こ
う
い
う
も
の
を
身
に
付

け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
か
?
」
と

聞
い
た
り
、
亡
く
な
っ
て
い
る
場
合
は
、

急
遽
、
透
視
を
霊
視
に
替
え
て
、「
こ
う

い
う
ふ
う
な
お
話
を
さ
れ
て
い
ま
す
け

れ
ど
、
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
か
?
」

と
聞
い
て
、
確
認
致
し
ま
す
。

ご
遺
体
が
あ
が
っ
て
い
な
い
場
合
、

「
こ
う
い
う
場
所
に
あ
り
ま
す
よ
」
と

伝
え
て
、
現
地
の
捜
索
隊
の
方
に
そ
こ

ま
で
行
っ
て
い
た
だ
い
て
、
あ
げ
て
い

た
だ
い
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

震
災
か
ら
一
年
半
経
っ
て
よ
う
や
く

や
っ
と
自
分
の
身
内
の
死
を
受
け
入
れ

て
、「
改
め
て
霊
視
を
お
願
い
し
た
い
。」

と
か
、「
こ
れ
か
ら
も
ま
だ
地
震
は
起
き

る
の
だ
ろ
う
か
?
」
と
い
う
予
知
の
部

分
で
伺
い
た
い
、
な
ど
ま
だ
恐
怖
心
は

残
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
ご

相
談
は
圧
倒
的
に
多
い
で
す
。

そ
の
中
で
私
が
ど
ん
な
能
力
を
も
っ

て
い
た
と
し
て
も
、
世
の
中
に
何
を
貢

献
で
き
る
の
か
、
た
だ
観
た
だ
け
で
は

ど
う
に
も
な
ら
な
い
の
で
、
そ
れ
を
今

現
在
に
ど
う
活
か
せ
る
の
か
と
い
う
こ

と
の
ほ
う
が
大
事
な
テ
ー
マ
な
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
ご
相
談
者
の

方
々
か
ら
学
ば
せ
て
戴
い
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
七
十
八
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

ダ
ウ
ジ
ン
グ
の
現い

代ま

　
　
　

講
師　

和
田　

高
幸 

氏

　
（�

日
本
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
イ
ン
ト　

研
究
所
代
表
）

と
き　
　

平
成
25
年
5
月
18
日

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

和
田
氏
は
米
国
の
著
名
な
プ
ロ
・
ダ

ウ
ザ
ー
、
故
ビ
ル
・
コ
ッ
ク
ス
氏
を
日

本
に
招
き
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
・
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム（
1
9
9
3
）
を
開
催
、
か

た
わ
ら
淡
路
島
の
Y
学
園（
1
9
9
5
）、

京
都
府
の
M
食
品
メ
ー
カ
ー（
1
9
9
7
）

で
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ウ
オ
ー
タ
ー
（
処

女
水
）
鑿
井
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
か
か
わ

り
成
功
に
導
い
た
。
コ
ッ
ク
ス
氏
と
の

交
流
を
通
じ
て
ダ
ウ
ジ
ン
グ
の
体
系
と

技
術
を
習
得
、
脳
や
感
覚
器
官
と
探
知

能
力
、
フ
ォ
ー
ム
（
か
た
ち
）
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
関
連
に
つ
い
て
探
究
す
る
一

方
、
地
図
や
写
真
上
で
の
ダ
ウ
ジ
ン
グ

調
査
を
実
用
化
し
て
い
る
。

「
直
観
と
環
境
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」（
浪

● ❽●



速
社
）
は
同
氏
と
の
共
著
。
ほ
か
「
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
イ
ン
ト
の
秘
密
」（
ア

ニ
マ
2
0
0
1
）、「
未
知
の
彼
方
へ
～

神
秘
の
U
F
O
写
真
集
」（
浪
速
社
）、

「
定
本
・
言
霊
予
知
術
」（
同
）
な
ど
の

著
書
が
あ
る
。

論
文
に
「
生
命
観
の
確
立
に
果
た
す

音
の
作
用
と
意
識
へ
の
影
響
に
つ
い
て

～
言
霊
の
解
明
と
セ
ラ
ピ
ー
へ
の
応
用
」

（
1
9
8
8
、
社
団
法
人
生
命
科
学
振

興
会
助
成
研
究
）
ほ
か
。

講
演
概
要

●
古
代
の
直
観
技
術
、
ダ
ウ
ジ
ン
グ

●�

ダ
ウ
ジ
ン
グ
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
レ

イ
ラ
イ
ン
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
パ
ワ
ー

●�

埋
蔵
物
、
古
代
遺
跡
の
探
査
に
活
用

さ
れ
た
ダ
ウ
ジ
ン
グ

●�

水
脈
や
鉱
脈
探
知
に
活
躍
す
る
欧
米

の
プ
ロ
・
ダ
ウ
ザ
ー
た
ち

●
探
査
手
法
と
成
功
事
例

●�

ダ
ウ
ジ
ン
グ
に
用
い
る
道
具
の
い
ろ

い
ろ

●�

戦
時
中
は
敵
潜
水
艦
の
探
知
に
も
利

用
●�

戦
場
で
地
雷
や
危
険
物
を
避
け
る
方

法
●�

遺
失
物
や
行
方
不
明
者
の
居
場
所
を

知
る
に
は

●
地
震
断
層
や
震
源
の
位
置

●�

放
射
能
や
電
磁
波
汚
染
（
エ
リ
ア
）

の
探
知

●�

縄
文
海
岸
線
、
湖
沼
や
溜
池
な
ど
旧

地
形
を
復
元
（
液
状
化
へ
の
備
え
）

●
ダ
ウ
ジ
ン
グ
の
科
学

●�

左
右
両
半
球
、
前
頭
葉
の
は
た
ら
き

に
つ
い
て

●�

だ
れ
で
も
で
き
る
振
り
子
占
い
（
ダ

ウ
ジ
ン
グ
）

●�

当
て
物
と
し
て
や
っ
て
み
よ
う
、
恋

愛
、
勝
負
事
、
家
相
、
仕
事
運
な
ど

ダ
ウ
ジ
ン
グ
は
、
昔
は
柳
の
枝
を
使

う
な
ど
し
て
水
や
鉱
脈
を
探
す
技
術
を

指
す
。
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
絵
画
に
も

そ
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
我
が
国

で
は
、
役
行
者
や
空
海
が
用
い
た
錫

し
ゃ
く
じ
ょ
う杖

も
鉱
物
探
知
に
使
わ
れ
た
と
推
測
さ
れ

て
い
る
。
ダ
ウ
ジ
ン
グ
す
る
の
に
道
具

は
問
わ
な
い
が
、
地
中
や
遠
隔
地
か
ら

未
知
の
情
報
を
得
る
に
は
、
ま
ず
何
を

探
す
べ
き
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
イ
メ

ー
ジ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

個
人
差
は
あ
る
が
、
楽
器
と
同
じ
よ

う
に
、
そ
の
人
の
素
質
、
努
力
、
練
習

に
よ
り
ダ
ウ
ジ
ン
グ
能
力
が
磨
か
れ
る
。

自
分
の
脳
を
、
と
く
に
右
脳
と
左
脳
の

機
能
を
分
離
的
に
、
ま
た
五
感
の
感
覚

を
い
か
に
使
う
か
と
い
う
こ
と
が
、
ダ

ウ
ジ
ン
グ
の
決
め
手
と
な
る
。

洗
濯
屋
の
ハ
ン
ガ
ー
な
ど
、
普
通
の

針
金
で
い
い
か
ら
、
こ
れ
を
L
字
型
に

曲
げ
て
、
水
平
に
回
転
す
る
よ
う
に
軽

く
握
る
。
そ
の
と
き
何
を
探
し
て
い
る

か
認
識
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
。
こ
こ

で
実
験
。
部
屋
の
床
下
に
電
線
や
水
道

管
が
な
い
か
探
し
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

振
り
子
な
ど
を
使
え
ば
、
地
図
の
上
で
、

行
方
不
明
者
な
ど
を
探
す
こ
と
が
で
き

る
。尖

閣
諸
島
周
辺
の
潜
水
艦
が
気
に
な

っ
て
い
た
の
で
、
マ
ッ
プ
ダ
ウ
ジ
ン
グ

を
し
て
み
た
。
す
る
と
米
原
潜
2
隻
、

自
衛
艦
2
隻
、
国
籍
不
明
艦
2
隻
が
み

つ
か
っ
た
。
国
籍
不
明
艦
は
東
方
に
移

動
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
さ

て
、
後
日
、
中
国
艦
2
隻
の
沖
縄
方
面

で
の
活
動
が
朝
刊
一
面
で
報
道
さ
れ
た

こ
と
は
、
ご
存
じ
の
と
お
り
で
あ
る
。

レ
ー
ダ
ー
の
な
い
時
代
、
各
国
の
軍
に

は
か
な
ら
ず
ダ
ウ
ザ
ー
が
い
た
し
、
ダ

ウ
ジ
ン
グ
を
専
門
と
す
る
部
隊
が
存
在

し
た
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

ビ
ル
コ
ッ
ク
ス
は
各
国
の
政
府
機
関

や
企
業
か
ら
石
油
や
水
源
の
調
査
を
依

頼
さ
れ
た
が
、
数
百
も
の
掘
削
事
例
で

的
中
率
は
95
%
を
誇
っ
た
。
コ
ッ
ク
ス

氏
は
、
実
査
前
に
、
あ
ら
か
じ
め
地
図

上
で
調
査
を
し
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り

込
み
、
時
間
を
節
約
し
て
い
た
よ
う
だ
。

フ
ラ
ン
ス
人
の
ア
マ
チ
ュ
ア
ダ
ウ
ザ

ー
、
ボ
ビ
ー
は
、
ミ
イ
ラ
化
し
た
動
物

の
死
骸
を
み
て
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
パ
ワ
ー
を

発
見
し
た
。
ビ
ル
・
コ
ッ
ク
ス
は
、
こ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
正
体
を
「
形
」
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
い
っ
て
い
る
。

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
斜
面
は
正
確
に
北
極

星
を
向
い
て
い
る
が
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の

ミ
ニ
チ
ュ
ア
を
作
っ
て
実
験
し
て
み
る

と
、
た
と
え
ば
昆
虫
が
い
や
が
っ
て
近

づ
か
な
い
の
で
、
虫
よ
け
の
効
果
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
正
確
に
ピ
ラ
ミ
ッ
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ド
の
形
を
模
し
た
建
物
の
な
か
で
ヨ
ガ

を
行
う
と
、
体
が
柔
ら
か
く
な
り
直
観

が
冴
え
る
と
い
う
ト
レ
ー
ナ
ー
も
い
る
。

ち
な
み
に
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
形
は
、
表
面

積
最
大
で
容
積
は
最
少
で
あ
る
。
太
陽

光
発
電
の
受
光
板
と
し
て
は
最
適
と
思

う
が
ど
う
だ
ろ
う
。

（
こ
こ
で
身
体
を
と
り
ま
く
オ
ー
ラ
の

実
験
が
行
わ
れ
た
）

堺
市
の
黒
山
古
墳
そ
ば
の
音
楽
ホ
ー

ル
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
の
で
、
古

墳
の
立
地
に
つ
い
て
マ
ッ
プ
ダ
ウ
ジ
ン

グ
で
し
ら
べ
る
こ
と
を
思
い
立
っ
た
。

そ
の
結
果
、
こ
の
古
墳
の
中
央
部
に
水

圧
の
高
い
水
源
が
あ
り
、
周
辺
に
は
有

用
な
水
脈
の
交
差
が
多
数
確
認
さ
れ
た
。

も
と
も
と
こ
の
地
域
は
、
有
名
な
河
内

鋳
物
師
の
里
と
い
わ
れ
て
お
り
、
豊
富

な
水
量
供
給
に
よ
り
産
業
拠
点
と
し
て

栄
え
た
と
推
測
さ
れ
る
。
昔
の
古
墳
の

多
く
は
泉
源
と
思
わ
れ
る
。
周
辺
の
田

ん
ぼ
に
水
を
供
給
す
る
の
が
役
目
も
担

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
集
落
が
水
源
の

周
り
に
出
現
す
る
。

地
震
断
層
も
水
脈
と
大
き
く
か
か
わ

っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
石
油
、
地
下
水

は
地
球
内
部
の
化
学
反
応
で
生
成
さ
れ

る
も
の
で
、
無
尽
蔵
に
存
在
す
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
「
直
観
と
環
境
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ダ
ウ
ジ
ン
グ
を
す
る
た
め
の
道
具

（
振
り
子
）
の
材
質
は
何
で
も
よ
い
が
、

振
り
子
に
片
寄
り
が
な
い
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
和
田
の
場
合
は
、
時
間
を
短

縮
す
る
た
め
前
後
（
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）

に
振
る
の
を
基
本
に
し
て
い
る
。
そ
れ

か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
き
め
ら
れ
た
イ
エ

ス
と
ノ
ー
の
動
き
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

今
は
温
暖
化
か
ら
寒
冷
化
の
方
向
。

石
油
の
価
格
は
高
騰
す
る
が
、
太
陽
光

や
原
子
力
は
そ
れ
を
抑
止
す
る
作
用
と

し
て
は
た
ら
く
。
石
油
利
権
は
大
手
フ

ァ
ン
ド
と
つ
な
が
っ
て
お
り
、
反
原
発

の
流
れ
を
好
感
す
る
だ
ろ
う
。

マ
ッ
プ
ダ
ウ
ジ
ン
グ
の
手
法
だ
が
、

地
図
上
で
定
規
を
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
な
が

ら
振
り
子
が
回
転
す
る
位
置
を
確
認
し

て
そ
こ
に
線
を
引
く
。
こ
の
作
業
を
上

下
、
左
右
、
45
度
の
方
向
で
ス
キ
ャ
ン

す
る
と
い
く
つ
か
の
交
点
が
出
現
す
る
。

こ
れ
を
読
み
解
い
て
い
く
の
で
あ
る
。

情
報
を
も
た
ら
す
の
は
右
脳
（
無
意

識
）
で
、
こ
れ
を
解
釈
す
る
の
が
左
脳

（
意
識
）。
前
頭
葉
は
、
直
観
の
場
所
と

も
い
え
る
。

右
脳
に
よ
る
「
カ
ン
」
の
は
た
ら
き

は
日
常
的
に
経
験
す
る
が
、
通
常
は
右

脳
が
知
っ
て
い
て
も
意
識
し
な
い
こ
と

が
多
い
。
こ
れ
を
引
き
出
す
一
つ
の
方

法
が
ダ
ウ
ジ
ン
グ
で
あ
る
。
ダ
ウ
ジ
ン

グ
は
ま
た
、
予
測
・
判
断
力
を
磨
く
に

も
有
用
で
あ
る
。
右
脳
ば
か
り
を
徹
底

的
に
使
っ
て
1
0
0
%
に
な
れ
ば
、
急

激
に
反
転
し
て
左
脳
に
情
報
が
流
れ
る
。

こ
う
す
れ
ば
脳
を
2
0
0
%
使
う
こ
と

が
で
き
、
情
報
処
理
は
加
速
す
る
。
脳

は
、
実
は
代
謝
器
官
と
し
て
1
0
0
%

使
用
さ
れ
て
い
る
。
も
し
使
わ
れ
て
い

な
か
っ
た
ら
萎
縮
す
る
は
ず
だ
。
感
覚

器
官
と
し
て
の
役
割
も
あ
る
か
ら
委
縮

し
な
い
の
だ
ろ
う
。

脳
を
鍛
え
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
、

数
列
を
根
数
に
す
る
計
算
な
ど
、
片
方

の
脳
へ
情
報
を
詰
め
込
む
こ
と
は
有
効

だ
。
こ
の
と
き
血
液
の
流
れ
が
左
脳
に

集
中
し
、
や
が
て
右
脳
へ
溢
れ
出
す
か

ら
だ
。
つ
ま
り
脳
に
空
白
を
つ
く
っ
て

情
報
処
理
の
流
れ
を
よ
く
す
る
の
で
あ

る
。呼

吸
法
に
よ
る
場
合
は
、
一
方
の
鼻

の
孔
か
ら
吸
い
、
も
う
一
方
の
鼻
の
孔

か
ら
吐
く
。
つ
ぎ
は
吐
き
出
し
た
孔
か

ら
吸
っ
て
他
方
か
ら
吐
く
。
こ
れ
を
繰

り
返
す
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
横
隔
膜
の

訓
練
で
、
自
律
神
経
を
鍛
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

ほ
ん
の
す
こ
し
先
の
場
面
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
な
ど
、
イ
メ
ー
ジ
訓
練
も
ダ
ウ

ジ
ン
グ
に
は
有
効
だ
。
音
の
出
方
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
楽
器
演
奏
も
い
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　

☆

古
く
か
ら
知
ら
れ
た
ダ
ウ
ジ
ン
グ
の

概
略
と
探
査
の
実
例
が
示
さ
れ
た
。

サ
イ
科
学
的
能
力
の
訓
練
に
も
役
立

も
の
と
思
わ
れ
る
。　

当
日
の
参
加
者
は
会
員
16
名
非
会
員

10
名
学
生
1
名
合
計
27
名
で
し
た
。

今
回
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2

	
0
	0	

0
円（
送
料
込
み
）で
す
。
事
務
局（
0

7
9
7
・
2‌

2
・
6
4
2
5
）
ま
で
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　

河
野
明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

● �●



第
三
百
七
十
九
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

人
類
の
進
化
の
タ
ー
ニ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
：
ア
セ
ン
シ
ョ
ン

　
　
　
　

講
師　

村む
ら

上か
み　

晋し
ん

一い
ち 

氏

と
き　
　

平
成
25
年
6
月
15
日　
　

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　

村
上
晋
一
氏
は
1
9
3
9
年
兵
庫
生

ま
れ
。
1‌

9
6‌

2
年
神
戸
大
学
工
学
部

卒
業
、
神
戸
大
学
助
手
、
講
師
、
助
教

授
を
へ
て
1
9
8
6
年
教
授
。
工
学
博

士
（
東
京
工
業
大
学
）。
2
0
0
3
年
定

年
退
官
、
名
誉
教
授
。
2
0
0
4
年
以

降
各
地
で
セ
ミ
ナ
ー
活
動
多
数
、
現
在

に
い
た
る
。　

ア
セ
ン
シ
ョ
ン
と
言
わ
れ
て
い
る
も

の
に
関
す
る
最
高
水
準
の
解
説
の
紹
介

で
あ
る
。
何
万
年
ぶ
り
の
地
球
の
活
性

時
期
を
迎
え
て
2
0
1
2
年
末
か
ら
、

時
空
間
シ
フ
ト
と
生
命
体
の
多
次
元
構

造
体
と
し
て
の
生
物
物
理
的
な
変
容
が

始
ま
っ
た
。
マ
ヤ
暦
に
お
い
て
暦
の
終

焉
と
言
わ
れ
て
い
た
2
0
1
2
年
12
月

の
時
期
、
表
面
上
は
何
事
も
な
く
通
過

し
た
か
の
よ
う
に
見
え
た
が
、
多
重
多

次
元
宇
宙
の
レ
ベ
ル
で
は
、
現
在
の
人

類
の
思
考
能
力
を
遥
か
に
超
え
る
壮
大

な
変
化
に
向
け
て
の
始
動
が
始
ま
っ
た
。

宇
宙
に
は
わ
れ
わ
れ
が
感
じ
て
い
る
よ

う
な
直
線
的
時
間
は
存
在
せ
ず
、
同
時

存
在
す
る
全
体
の
中
で
す
べ
て
関
連
し

あ
っ
た
多
く
の
プ
ロ
バ
ビ
リ
テ
ィ
・
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
が
動
い
て
い
る
。
2

	
0
	1	

2
年
末
か
ら
2
0
1
3
初
頭
に
か
け
て

地
球
は
崩
落
に
向
か
う
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

か
ら
、
地
球
開
闢
以
来
経
験
し
た
こ
と

が
な
い
再
生
と
飛
躍
的
進
化
の
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
に
切
り
替
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
人
間
は
ど
こ
か
ら
来
て
ど

こ
に
向
か
う
べ
く
宇
宙
に
お
い
て
設
定

さ
れ
て
い
た
種
属
で
あ
る
の
か
、
約
一

兆
年
に
わ
た
る
局
部
銀
河
集
団
の
な
か

に
お
け
る
生
命
の
流
れ
の
多
次
元
シ
ス

テ
ム
の
中
で
、
限
界
点
に
達
し
た
人
類

に
対
す
る
救
済
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
環
と

し
て
、
初
め
て
人
類
に
開
示
さ
れ
て
き

た
多
重
多
次
元
的
宇
宙
か
ら
の
教
え
の

概
略
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
は
単
な
る
形
而
上
学
的
な
思

索
や
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
な
く
、
局
部
銀

河
全
記
録
を
ベ
ー
ス
に
意
図
的
に
降
ろ

さ
れ
た
、
科
学
的
な
精
密
さ
と
深
さ
を

持
つ
比
類
の
な
い
教
え
で
あ
る
と
い
う
。

天
の
川
、
地
球
、
人
類
の
作
ら
れ
た

経
緯
、
地
球
自
体
が
特
殊
的
に
持
つ
超

次
元
的
性
質
と
、
そ
れ
故
の
地
球
の
攻

防
戦
の
歴
史
、
そ
し
て
2
0
1
2
年
ま

で
の
地
球
と
人
間
の
劣
化
と
変
質
の
原

因
は
、
遥
か
高
次
元
世
界
に
端
を
発
し

て
い
る
意
図
的
な
操
作
に
よ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
な
ど
が
話
さ
れ
た
。
そ
の
よ

う
な
操
作
の
結
果
は
一
言
で
言
え
ば
、

人
間
が
本
来
持
っ
て
い
た
12
次
元
ま
で

の
認
識
力
が
現
在
の
三
次
元
的
時
空
間

の
み
の
認
識
能
力
と
価
値
観
に
押
さ
え

込
ま
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に

よ
っ
て
人
間
と
し
て
普
通
に
持
つ
、
種

と
し
て
の
集
合
的
概
念
や
価
値
観
そ
の

も
の
ま
で
が
歪
ん
で
き
て
い
た
。
あ
り

が
た
い
こ
と
に
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
宇

宙
的
免
疫
力
の
発
動
で
あ
る
広
域
の
時

間
空
間
に
住
ま
う
存
在
た
ち
か
ら
の
大

規
模
な
救
出
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
太
古
か
ら

存
在
し
、
現
在
で
は
劇
的
と
い
え
る
ほ

ど
に
強
力
に
進
行
中
で
あ
る
こ
と
が
話

さ
れ
た
。

さ
ら
に
近
未
来
の
可
能
性
に
た
い
す

る
展
望
と
し
て
、
今
後
そ
れ
ぞ
れ
の
個

人
の
周
り
の
現
実
と
し
て
展
開
し
体
験

さ
れ
る
世
界
の
あ
り
よ
う
は
、
個
々
人

の
D
N
A
の
活
性
あ
る
い
は
目
覚
め
が

ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
か
に
よ
る
と
い

う
。
と
は
い
え
世
に
多
く
あ
る
D
N
A

活
性
法
な
ど
の
他
力
に
よ
る
セ
ラ
ピ
ー

は
受
け
る
べ
き
で
は
な
い
と
言
う
注
意

も
あ
っ
た
。
条
件
を
満
た
す
地
球
人
類

と
天
の
川
全
域
の
存
在
は
、
近
未
来
に

内
部
創
造
の
世
界
か
ら
吹
き
出
し
て
来

る
、
あ
る
種
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
流
れ
に

乗
っ
て
、
内
な
る
世
界
へ
と
急
速
に
帰

還
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
内
部

創
造
の
世
界
と
い
う
の
は
次
元
と
い
う

マ
ト
リ
ク
ス
構
造
を
超
え
た
領
域
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
単
な
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

ル
な
意
識
の
世
界
の
こ
と
で
は
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
前
述
の
「
現
在
の
人
類
の

思
考
能
力
を
遥
か
に
超
え
る
壮
大
な
」

変
化
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
と
き

人
類
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
生
物
的
設
計
で

あ
る
、
生
死
や
輪
廻
を
超
越
し
た
リ
ア

リ
テ
ィ
に
入
っ
て
い
き
、
全
多
重
宇
宙

を
自
由
に
生
き
て
経
験
で
き
る
、
永
遠

の
生
命
を
持
つ
存
在
に
進
化
す
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　

☆

当
日
の
参
加
者
は
会
員
18
名
非
会
員

30
名
合
計
48
名
で
し
た
。

今
回
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
あ
り
ま

せ
ん
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　

河
野
明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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第
三
百
八
十
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

「
神
様
が
い
る
ぞ
!
続
編
」

―
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
現
場
か
ら
報
告
―

　
　
　
　

講
師　

池
田　

邦
吉 

氏

　
　
　

と
き　
　

平
成
25
年
7
月
27
日

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
池
田
邦
吉
氏
：
1
9
4
7
年
東
京
生
ま

れ
。
1
9
6
9
年
東
京
工
業
大
学
建
築

学
科
卒
。
現
在
は
福
岡
県
北
九
州
市
在

住
。手

翳
し
の
ヒ
ー
リ
ン
グ（
霊
気
ヒ
ー

リ
ン
グ
と
か
チ
ャ
ク
ラ
ヒ
ー
リ
ン
グ
と

も
言
わ
れ
る
）
を
続
け
て
い
る
う
ち
に
、

同
じ
症
状
の
患
者
で
治
る
人
と
治
ら
な

い
人
が
居
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
治
る

人
に
は
守
護
神
が
い
て
、
そ
の
神
様
の

応
援
が
あ
る
。

人
は
肉
体
と
精
神
と「
た
ま
し
ひ
：

魂
」
と
の
三
身
一
体
の
存
在
で
あ
っ
て
魂

は
神
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
部
で
あ
る
。
こ

れ
を
神
道
で
は「
分
け
御
魂
」
と
い
う
。

人
は
神
が
作
っ
た
神
の
乗
り
物
で
あ
る

か
ら
、
誰
し
も
守
護
神
が
つ
い
て
い
る

は
ず
で
あ
る
が
、
ヒ
ー
リ
ン
グ
で
病
気

が
治
ら
な
い
人
は
神
か
ら
見
放
さ
れ
て

い
る
人
で
あ
っ
た
。
神
々
の
こ
と
を
知

っ
て
い
た
方
が
、
病
気
が
治
り
や
す
い

と
い
う
こ
と
が
分
り
、
明
窓
出
版
よ
り

『
神
様
が
い
る
ぞ
』（
￥
1
5
0
0
）
と

『
続
神
様
が
い
る
ぞ
』（
￥
1
5
7
5
）

を
出
版
。
こ
の『
続
』の
中
で
ベ
ス
ビ
オ

の
大
爆
発
が
今
年
で
あ
る
こ
と
を
書
い

た
。

（
デ
ジ
タ
ル
4
）

ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
の
預
言
終
了

7
月
18
日
、
神
々
が
ロ
ー
マ
に
集
ま

り
ベ
ス
ビ
オ
が
爆
発
し
な
い
こ
と
を
確

認
。7

月
14
日
に
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
銀
河
の

守
護
神（
以
下
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
と
略
す
）

が
出
雲
に
来
た
。
地
球
来
訪
の
目
的
は
、

今
秋
に
予
想
さ
れ
た
、
べ
ス
ビ
オ
爆
発

時
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
人
救
出
作
戦
に

つ
い
て
で
あ
っ
た
。
そ
の
救
出
作
戦
と

は
宇
宙
連
盟
に
よ
る
宇
宙
船
に
よ
る
救

出
の
こ
と
で
あ
る
。
宇
宙
連
盟
の
本
部

は
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
銀
河
内
の
ザ
ン
シ
ュ

ウ
ス
星
に
あ
る
。

7
月
16
日
午
後
2
時
半
頃
、
ア
ン
ド

ロ
メ
ダ
神
が
我
が
家
を
初
め
て
訪
問
し

た
。
そ
の
目
的
は
預
言
解
読
の
本
人
確

認
並
び
に
、
秋
以
降
に
お
こ
る
私
の
仕

事
に
つ
い
て
の
意
見
に
つ
い
て
で
あ
っ

た（
私
の
役
割
の
こ
と
）。
一
通
り
の
面

談
が
終
わ
っ
た
後
、
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
神

は
ナ
ポ
リ
に
行
っ
た
。
案
内
役
は
大
国

主
の
兄
弟
神
で
あ
る
大
な
む
ち
の
命
で

あ
っ
た
。
現
地
時
間
で
は
16
日
午
後
1

時
す
こ
し
過
ぎ
で
あ
っ
た
。

　

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
神
は
ベ
ス
ビ
オ
の
姿

を
見
て
9
月
27
日
の
時
点
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
た
。
そ
の
時
ベ
ス
ビ
オ
は
爆

発
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
我

が
家
に
居
残
っ
て
い
た
神
々
に
ア
ン
ド

ロ
メ
ダ
神
が
連
絡
し
て
き
た
。
不
思
議

に
思
っ
た
神
々
が
ベ
ス
ビ
オ
に
行
っ
た
。

そ
の
中
に
ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
も
居
た
。

神
々
は
17
日
い
っ
ぱ
い
か
け
て
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
本
当
に
、
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ

が
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
今
年
の
9
月

27
日
に
ベ
ス
ビ
オ
は
爆
発
し
て
い
な
い

こ
と
が
分
か
っ
た
。

7
月
18
日
、
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
を
見
送

っ
た
神
々
が
我
が
家
に
戻
っ
て
き
て
―

―
ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
の
預
言
が
終
了
し

た
―
―
こ
と
を
私
に
告
げ
た
。
サ
ン
ト

リ
ー
ニ
島
爆
発
の
話
は
消
え
、
宇
宙
連

盟
に
よ
る
救
助
作
戦
も
無
く
な
っ
た
、

と
。7

月
19
日
ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
が
私
に

言
っ
た
。
―
―
大
惨
事
を
避
け
る
こ
と

が
で
き
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

預
言
書
の
話
は
終
わ
っ
た
け
れ
ど
も
、

お
前
の
仕
事
は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い

ぞ
―
―
と
。

　

神
々
は
、
な
ぜ
ベ
ス
ビ
オ
の
爆
発
が

無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
の
分
析
に
入

っ
た
。

　

こ
の
日
か
ら
お
よ
そ
2
週
間
ほ
ど
前

7
月
の
初
め
頃
、
闇く

ら
み
つ
は
の
め
が
み

水
発
女
神
が
我
が

家
に
来
て
、
ベ
ス
ビ
オ
山
体
に
何
の
変

化
も
起
き
て
い
な
い
こ
と
を
告
げ
た
。

闇
水
発
女
神
は
雨
の
神
で
い
ざ
な
気
の

神
の
分
身
で
あ
る
。
そ
の
日
は
い
ざ
な

● �●



気
の
神
と
い
ざ
な
実
の
神
が
我
が
家
に

来
て
い
た
。
闇
水
発
女
神
は
在
イ
タ
リ

ア
日
本
大
使
館
と
在
ス
イ
ス
日
本
大
使

館
と
に
御
自
身
の
御
魂
の
日
本
人
が
勤

め
て
い
る
た
め
、
そ
の
守
護
に
ロ
ー

マ
、
ス
イ
ス
に
度
々
出
か
け
て
い
た
。

そ
ん
な
時
に
ベ
ス
ビ
オ
の
観
察
を
し
て

い
た
。

国
之
床
立
の
神
が
昨
年
か
ら
2

	
0
	1	

3
年
7
月
に
ベ
ス
ビ
オ
の
火
山
活
動

が
始
ま
る
と
言
っ
て
い
た
こ
と
を
他
の

神
々
が
聞
い
て
い
た
の
で
、
神
々
は
交

代
で
ベ
ス
ビ
オ
の
観
察
を
続
け
て
い
た
。

7
月
10
日
い
ざ
な
気
の
神
が
私
に
言

っ
た
。―
―
ベ
ス
ビ
オ
は
爆
発
し
な
い
。

ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
の
預
言
は
終
了
し
た

―
―
と
。
し
か
し
、
私
と
ノ
ス
ト
ラ
ダ

ム
ス
は
承
知
で
き
な
か
っ
た
。
―
―
そ

う
結
論
す
る
の
は
、
ま
だ
早
す
ぎ
る
―

―
と
言
っ
た
。

予
言
書
の
話
が
終
わ
っ
た
原
因
を
追

究
し
て
い
た
神
々
は
あ
る
一
つ
の
事
態

に
辿
り
着
い
た
。
そ
れ
は
6
月
29
日

（
土
）
の
日
に
預
言
書
の
映
像
（
バ
ー
チ

ャ
ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
の
三
次
元
映
像
）

が
消
え
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

さ
ら
に
映
像
を
消
し
た
の
は
国
之
床
立

地
の
神
と
分
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
6
月

28
日
ま
で
は
ベ
ス
ビ
オ
の
大
爆
発
の
三

次
元
映
像
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

7
月
20
日
以
降
、
以
下
の
よ
う
な
こ

と
が
分
か
っ
て
き
た
。

6
月
29
日
に
国
之
床
立
地
の
神
が
預

言
書
の
内
容
を
消
し
た
時
、
他
の
神
々

に
相
談
す
る
こ
と
な
く
、
独
断
で
実
行

し
た
ら
し
い
。
し
か
も
そ
の
後
、
天
乃

御
中
ぬ
ち
の
神
に
も
、
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ

に
も
、
宇
宙
連
盟
に
も
、
タ
オ
さ
ん
に

も
、
八
大
龍
王（
預
言
書
の
作
者
）に
も

黙
っ
て
い
た
。

7
月
10
日
か
ら
16
日
に
か
け
て
、
国

之
床
立
地
の
神
は
我
が
家
に
い
た
。
そ

れ
で
、
私
は
何
度
か
、
国
之
床
立
地
の

神
に
ベ
ス
ビ
オ
の
活
動
は
い
つ
か
と
質

問
を
し
続
け
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
い

つ
も
―
―
そ
の
時
期
は
分
か
ら
な
い
。

ど
う
し
て
分
か
ら
な
く
っ
た
の
だ
ろ
う

か
?
―
―
と
、
と
ぼ
け
て
い
た
。

　

こ
の
事
態
を
受
け
て
7
月
23
日（
火
）、

か
し
こ
ね
の
神
（
：
し
な
つ
ひ
こ
の
神

の
親
神
）
が
地
球
の
神
々
の
代
表
と
し

て
、
預
言
書
の
内
容
が
終
わ
っ
た
事
を
、

天
之
御
中
ぬ
ち
の
神
と
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
、

宇
宙
連
盟
、
並
び
に
タ
オ
さ
ん
に
報
告

し
た
。
そ
の
結
果
『
続
・
神
様
が
い
る

ぞ
!
』
の
最
終
章
に
書
い
た
「
宇
宙
の

進
ん
だ
文
明
技
術
を
地
球
に
導
入
す
る

計
画
」
は
な
く
な
っ
た
。

　
　
　

☆　
　
　
　

☆

当
日
の
参
加
者
は
会
員
12
名
非
会
員

30
名
合
計
42
名
で
し
た
。　

今
回
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2

	
0
	0	

0
円（
送
料
込
み
）で
す
。
事
務
局（
0

7
9
7
・
2‌

2
・
6
4
2
5
）
ま
で
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　

河
野
明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

◎
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会

　

秋
の
大
会
の
お
知
ら
せ

　
（
日
本
サ
イ
科
学
会
協
賛
）

秋
の
大
会
テ
ー
マ

2
0
1
3
年
伊
勢
と
出
雲
同
時
遷
宮
記

念
「
ヤ
マ
ト
の
こ
こ
ろ
の
目
覚
め
で
天

地
と
つ
な
が
ろ
う
!
」

日
時
：
平
成
25
年
11
月
2
日
（
土
）　

10
：
15　

ホ
ー
ル
開
場

10
：
50　

開
演　

 
19
時
終
演
予
定

講
演
者

川
口
哲
史　

佐
治
晴
夫　

鈴
木
俊
輔　

は
せ
く
ら
み
ゆ
き　

平
澤
幸
治

志
賀
一
雅

18
：
20　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

テ
ー
マ
「
日
本
人
の
魂
と
は
」

パ
ネ
ラ
ー　

参
加
講
師
陣

会
場　

千
駄
ヶ
谷　

津
田
ホ
ー
ル

交
通　

�

J
R
千
駄
ヶ
谷
徒
歩
1
分 

地
下

鉄
「
国
立
競
技
場
」
よ
り
3
分

料
金　

前
売
り
チ
ケ
ッ
ト

　
　
　

サ
イ
科
学
会
会
員　

五
千
円

　
　
　

一
般
予
約　
　
　
　

七
千
円　

【
振
込
先
】
お
申
込
み
と
同
時
に
左
記

宛
お
振
込
み
下
さ
い
。
ご
入
金
確
認
後

チ
ケ
ッ
ト
を
送
付
し
ま
す
。

郵
便
振
替
振
込
み
先

口
座
番
号　

00170
-1
-196569 

加
入
者
名　

サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会

シ
ン
ポ
大
会
係

※
9
月
15
日
よ
り
受
付
開
始

U
RL  http://w

w
w
.subtle-eng.com

/

お
問
合
せ　

サ
ト
ル
エ
ネ
ル
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ている。哺乳動物においては、猿類の意識の
状態から人の意識の状態へと、遺伝子の突然
変異などの原因により、意識は確実に進化し
てきたと判断出来る。つまり、意識の進化が
あったと考えられるにも関わらず、意識の科
学・解析研究は極めて小である。人間は、心
と魂と霊と肉体から出来ており、心身相関と言
われる様に、それらは相互に関連し合って存
在している。心理学や生理学などが証明する
様に、身体の調子が悪く病気勝になると心が
沈み、心が喜びに満ちあふれると身体も元気
を取り戻してくる。

心と物を結びつける研究は、心理学者のユ
ングと物理学者のパウリの討論（意味のある偶
然の一致、シンクロニシティ、共時性）が最初
である、と言う意見がある。つまり、そこでは
テレパシー（遠隔知覚、ESP）という超常現象
が心と物の間の仲立ちをしているという。時間
が経過して現代となり、今、話題になってい
る「オーブ出現」も、内容としては、これとほ
ぼ同一内容であると言えよう。「オーブ」は、
物質面と精神面とサムシング・グレイト（SG）
に関係して出現してくる。さらに、因果律が不

明であり、再現性に欠ける点がある、これら
の共通した性質があるので、「オーブ」も一種
の超常現象であるともいえる。

以上から、心理学（心）と現代科学（物）の谷
間を埋めて、円満なる社会を発展させる為に
は、超常現象ならびにその原因としてのサイ

（気）エネルギーの研究が必要である、と考え
ている。

人々には幸福になる権利がある。毎日の生
活をより豊かにする方法、つまり、「願いを叶
える」ためには、どうすれば良いか。人は何時
かは死ぬ運命にあるが、死んだらどうなるか。
生きる目的は何か。などを考えるきっかけを与
えてくれる事を願っている。

顕微鏡の発見により､ 細胞が発見された
（1665、ロバート・フック）と言われている。近
代生物、生理学の母体誕生（iPS細胞など）で
ある。同様に、デジタル・カメラの発明によっ
てオーブ像が発見された。思いを巡らせば､
両者の発見の事情はほぼ同一であると思える。
そこで、我々のオーブ像研究の努力が、新た
な近代精神科学（新分野）樹立に発展する事を
祈念したい。
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3．オーブの形成過程
空の上から降ってきたイオン粒子は、地表

面付近の電場の影響（空中電界）を受けてエネ
ルギーを増し、しだいに活性化する。図1に示
したイオン・ボールは、巴形陰要素と巴形陽
要素の回転に伴う押し合いにより、その境界
面では中和（ゼロ場）になっている。このゼロ
場は、巴形回転要素が、絞り込まれて点状に
なってゼロ点を形成することになる。絞込みの
回数が重なり、ゼロ場にゼロが積み重なると、
次第に不安定な状態になり、オーブ形成の準
備が整えられる事になる。つまりエネルギー一
定（核形成条件）で、エネルギー不安定状態と
なり、核形成・生成の条件が整えられること
になる。

他方、撮影者は、意識を変成させた変成意
識状態（リラックス、集中）となり、無心で
シャッターをきる、すると、撮影者から図3の
PSI-pair群が放出されて（別報参照）、プラズ
マ・ボール上のゼロ点との間に共鳴、共振が
おこり、オーブ核が形成されることになる。他
方、この不安定状態は、カオス・アトラクター

の生起・発生点でもある。さらに、カオス・ア
トラクターは分岐するが、分岐点の生起・発
生点において未知なる存在（SG）の働きが関与
することになり、関与の内容に応じて、様々な
現象（願い事を叶える）が生起・発生してくる、
と判断している。

4．実験的な検討
このオーブ形成モデルの真否を確かめる為

の実験を、いま、前述（別稿）の気エネ・マシ
ンを用いて実施している。このマシンは、ピラ
ミッド、単結晶水晶、無誘導コイル、磁石、
赤外線発生部などから構成されており、人工
的に外気を集積する装置の内容を持ち、ゼロ
場を形成し、赤外線領域に存在する気（サイ）
を集積し（△H=1.38eV）、機能的には、オー
ブと同一なので、別名を人工オーブと呼ばれ
ている。しかし様々な理由から実験は未完成
であり、正確な法則性や対応性を見出す段階
にはなっていない。

一例として、「赤小豆粒」と「てんこ豆（小黒
豆）」等を実験試料とし、マシーンが集めたサ
イ（気）の作用による発芽、初期成長の効果実
験をおこなっている。図1～図3の原理を応用
した（トレート）の場合と、用いない（コント
ロール）場合との比較実験を行ったところ、結
果として、成長促進（+）、ゼロ（0）、成長阻害

（－）の特徴的な波動、変動効果作用が見いださ
れている。つまり、図1のイオン・ボールを動
的に変化させたときに期待される効果の波動
性が、確かめられている。

5．研究のひろがり
オーブは、赤外線領域の写るデジタルカメ

ラを用いてフラッシュ撮影すると写る。つま
り、人の五感では感知する事の出来ない赤外
線周波数範囲内にオーブは存在しており、ま
た、変性意識状態に関係しているので、リラッ
クス集中してシャッターを切る。さらには、周
りの空気成分が電離していると判断出来る時
に写すことが求められている。

しかし、どうしても、写らない場合がある。
その時には、何回も繰り返してフラッシュ撮影
すると良い。フラッシュを炊くと、カメラ周り
の物質は、その光を吸収する（僅かに発熱す
る）が、すぐに、赤外線として（その光が）空気
中に放出される。このようにして、放出赤外線
が空気中に蓄積され、ある限界量に達すると、
つぎのフラッシュ撮影で写る事になるのであ
ろう。

人の精神（心）は意識と無意識から構成され

●� ●
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1．はしがき
超常現象としてのPK（念力）の研究は、人

の心と体外にある物の関係を扱っている。人
の心と物のより深いところ（素粒子状）では、
両者の区別が出来ない程に類似していて、心
の働きによって物が変化させられると判断でき
る。人間では、心身相関と言われるように、元
来、物（肉体）と心（精神）は影響し合っている
が、現代の科学技術万能の世界では、精神の
世界の科学的な解明は無いに等しい。

最近になると、「オーブ」がデジタル・カメ
ラに写るようになってきた。「オーブ」は、古来
から言われている「たまゆら」のことであり、
魂とか霊（スピリット）を意味している。また

「オーブ」は「パワースポット」で出現し易いこ
とがわかってきた。「パワースポット」とは気場
や聖地のことであり、神社や佛閣、巨岩や老
木などを意味している。

ここには、心身を健全にする気（サイ）エネ
ルギーがより濃く存在している場所であると判
断されている。本稿は、心と物の関係を科学
的に究明するための初期段階として、「オーブ

（orb）」について検討・考察している。
最近になると、科学技術の最先端の分野か

ら「人の意識とは何か」、「ロボット」に人の意
識を持たせることは出来ないだろうか、等が
検討されるようになってきた。これらの研究を
進める為にも、本稿で扱っている様な内容の
実験研究をすべきではないだろうかと考えて
いる。

2．オーブ形成モデル（仮定）
空気中に含まれる微細な水滴など空気構成

要素の原子が電離して電子とイオンになり、

プラズマとなる。これが環境としての電磁気
場などの影響を受けて、プラズマ・ボールが
形成される場合を想定する。

図1は、原子から電子を放出させた陽イオン
（右旋回）と原子に電子を加算させた陰イオン
（右旋回）から構成される太極図状イオン・
ボール（プラズマ・ボール）を示している。図
示の陰と陽の巴型の頭の部分には、それぞれ
対応する陰と陽の小部分を内包する目（小円）
と言われる部分を持っている。つまり、陽の中
には少量の陰があり、陰の中にも少量の陽が
ある。

陰イオンと陽イオンから構成されるイオン・
ボールの基底にあるのは電子と反電子（陽電
子）から構成される図2のPSI-pairである。
図2のそれぞれは物質（粒子）と反物質（反粒
子）の意味を持っており、電子は上向きベクト
ルで右旋回、反電子（陽電子）は下向きベクト
ルで（同様に）右旋回である。電子は空気中で
も割合に安定に存在しており、陽電子は宇宙
から降下するもの、ならびに不安定な中性子
を持つ原子核の崩壊の際に生ずるもの、等が
ある。

このPSI-pairに微細身素粒子（オーラ、バイ
オフォトン）としての下向き左旋回ならびに上
向き右旋回のベクトル等を加算させたのが図3
のPSI-pair群である。微細身素粒子は意識を
変成させた変成意識状態時（未知現象生起時）
のチャクラ（エネルギー・センター）やツボ（経
穴）等から放出されている。以上の、図1～
図3は、全体としては、それぞれは、中和の状
体、または各々を加算させたとき、零（ゼロ）
の状態になっている。
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